





























方々が 75 歳以上となる 2025 年を見据えて，高齢者
がたとえ介護が必要な状態になっても，住み慣れた
生活の場において安心安全に暮らし続けることので
きるようにすることを目指している．システムを構
築する上で最も重要な位置づけと考えられるのは医
療機関相互の連携や医療と介護の連携であり，急性
期，回復期，生活期（維持期）リハと分類されるリ
ハ医療において地域・在宅を中心としたリハへの早
期移行が推進され機能や能力の回復を目指すことも
地域での重要な目標となってくるであろう．すなわ
ち，生活の場に戻ってからも外来診療や訪問診療な
どにおいて，より質の高い医療を提供することが求
められることになり，リハ科医の役割が重要になる
とともに一般医家にとってもリハ医療に関する知識
が欠かせないものとなるであろう．
　今回の特集では，リハ医療を取り巻く様々な背景
をもとに急性期，回復期そして生活期（維持期）リ
ハの現状と課題そして将来展望について概説するこ
とにした．また，最近の話題としてとして，充実が
図られつつある“がん患者のリハ”ならびに新たな
治療手段として注目されているボツリヌス療法など
を中心とした“痙縮に対する治療アプローチ”の二
つを取り上げた．リハ医療の重要性が増している中
で，本特集がリハ医療の知識・理解を深めていただ
く一助となれば幸いです．
